
令和７年度　妙高市通学路における合同安全点検　結果一覧

危険箇所の位置・形状 理由
要請の
観点

R５年度
点検実施

R６年度
点検実施

今回新た
に点検を
実施

学校・教
育委員会

道路管理
者

警察 対策済
本年度中
に実施

来年度以
降実施

通学路の
変更

ボラン
ティア等
による見
守り活動

安全教育
（注意喚
起）

その他

1 斐太北小学校１
斐太北保育園から６３号線を渡る地下
道

　地下へ降りるため、人目につかなくなるので危険である。
　以前、地下道でギターを弾きながら歌っている人物がおり、警察へ
情報提供を行った。

① ○ ○ ○

2 斐太北小学校２ 国道18号乙吉交差点
　交通量が多く、さらに右左折車もあり、児童が横断する際に注意を
要する。

①③ ○ ○ ○ ○

3 斐太北小学校３
県道63号線　乙吉交差点から南方面
へ進む道路

　交通量の多い路線であるが、歩道が両サイドにないため、横断を余
儀なくされる児童もいる。さらに、ガードレールもなく、歩道の脇には用
水路が流れており、児童の通学路としては危険な要素が多い。冬季
は歩道が凍結して、転倒の危険がある。
　登校時に荒天、路面凍結の場合、保護者が学校に送っている児童
が数名いる。

③ ○ ○ ○ ○

4 斐太北小学校４ 神宮寺地内歩道
　夏季は歩道を通行しているが、冬季は歩道に除雪車による雪が堆
積するので、車道を歩かざるを得ない。

③ ○ ○ ○

歩道除雪は住居が多い東側を実
施していることから西側の歩道
も実施することは困難である。

5 斐太北小学校５ 上十日市地内県道63号線

冬季間、県道63号線の除雪によって、住宅地側に雪壁ができる。反
対側の除雪済みの歩道へ行くために県道を横断する際、雪壁によっ
て左右の見通しが悪く、横断の際に児童と車両が衝突する恐れがあ
る。
また、春から秋にかけて歩道や路側帯の雑草が伸び、低学年児童の
背丈ほどになっていても放置されているときがある。

①②
③

○ ○ （○） ○

歩道の除雪は、片側のみを実施
しており両側を実施することは
困難である。雪壁は、車道除雪
を優先することから早期の排雪
は困難である。堆雪状況を確認
しながら順次排雪を行う。歩道
の除草は、原則年１回としてい
る。通学に特に支障が出た場
合、情報提供をしてもらいた
い。

6 新井北小学校１ 稲塚広島線　月岡２丁目カーブ付近

　⑴道幅が狭い⑵見通しが悪い⑶歩道がない（既に様々な対応をい
ただいている）。その上で、降雪時は除雪された雪が道路脇にあり、
白線が隠れ一層狭くなる。児童は、除雪されている車道の端ぎりぎり
を歩くか、でこぼこした雪の上を歩くしかない。
　また、児童が登下校時に横断する箇所に横断歩道がなく、横断時
に危険が伴う。

①③
④

○ ○ ○ ○

・地域住民に、該当箇所を通行
する際は速度を落とすよう呼び
掛ける。
・道路がカーブのため、横断歩
道の設置は逆に危険になるため
できない。
（・グリーンベルトのペイント
の塗り直しをする予定）

7 新井北小学校２ 新井高田線　柳井田町～栗原
　冬期は、歩道に除雪車による雪が堆積するので、車道を歩かざるを
得ない。また、堆雪のため、川と道路の境目も見づらくて危険になって
いる箇所がある。

①④ ○ ○ ○

8 新井北小学校３ 国道292号線　栗原交差点

　歩行者用押しボタン信号機が設置されている。R６年度冬期に、ボタ
ンが凍結し、押せない状況があった。地域の安全ボランティアの方が
安全に配慮しながら車の通行を止め、児童を横断させることがあっ
た。

①④ ○ ○

・ボタンカバー用のゴム製
キャップをかぶせる。
・児童が安全に押しボタン機に
到達しボタンが押せるよう、歩
道の除雪に配慮する。

実施しない場合、
その理由

小学校名
及び通し番号

危険箇所 合同点検の有無 対策実施担当 学校・教育委員会の対策実施時期 学校・教育委員会の対策内容

備考番号

＜要請の観点＞

観点① 見通しのよい道路や幹線道路の抜け道になっている道路など車の速度が上がりやすい箇所や大型車の進入が多い箇所

観点② 過去に事故に至らなくても、ヒヤリハット事例があった箇所

観点③ 保護者、見守り活動者、地域住民等から市町村への改善要請があった箇所

観点④ その他



9 新井中央小学校１国道２９２号線　銭形近くの交差点
歩道の除雪がほとんどなく、路側帯を歩けず、車道を出て歩くことが
多く、危険。視界もよくない。

①③ ○ ○ ○

10 新井中央小学校２主要地方道上越新井線
東雲町の公園の角を曲がった後の、矢代川橋方面に行く道で、以前
信号があったが現在はなく、速度が上がりやすいです。

① ○ ○ ○

11 新井中央小学校３
主要地方道上越新井線
（ダイセル工場出入り口前）

ダイセル工場出入り口前で、大型自動車（工場関係車両）の出入りが
多い。

① ○ ○ ○

12 新井中央小学校４矢代川通り
スーパーイチコ前から大崎町方面に向かう道は広く、車のスピードが
上がりやすい。

① ○ ○ ○

13 新井中央小学校５
よつばこども園およびわくわく児童クラ
ブ前

保護者送迎などの車の出入りが多い。 ① ○
横断歩道や通学路標識の位置を
再度検討する。

14 新井中央小学校６
主要地方道新井柿崎線（武相荘前の
交差点）

大型車だけでなく、通行量が多い。 ① ○ ○ ○

15 妙高高原小１ ほっとアリーナ前（妙高高原体育館前）

駐車場内でスクールバスに乗降するが、道路を横断しなければならな
い児童が多数いる。帰宅のために駐車場から道路を横断する際に、
雪壁が１m近くを超えてしまうと、道路に出ないと左右の目視ができな
い。定期的に雪壁を崩し安全確保をしてほい。

④ ○ ○ ○
定期的な排雪は難しい。雪の壁
が厚くなった際に連絡をもらえ
ば可能な限り対応する。

16 妙高高原小２ 国道１８号線から校門に向かう道路

国道へ出る間際（ちょうど校門の前）にカーブがある。国道へ出る車両
にとっても国道から入ってくる車両にとっても道幅が狭い。また、登校
のスクールバスが入ってくる時間帯は、通勤のために通る車両が多
い。本来国道側が優先であるが、学校前を通る車両が国道上り車線
が空くまで国道に出られないと、国道下りが渋滞を引き起こすことにな
る。
スクールバスへの追突事故が考えられる。

②③ ○ ○ ○ (○） ○
歩道の積雪のため視界不良と
なった場合には道路管理者に連
絡する。

17 妙高高原小３ 学校前を通る旧国道
降雪期は道路の幅が狭くなりがちである。グリーンベルト化されていな
い部分は路側帯の白線が隠れている状態であり、車道を歩くことにな
る。

①② ○ ○ ○

除雪の対応は、現在の対応以上
は困難な状況である。
なお、現在のグリーンベルトに
ついては薄れている部分が多い
ため、引き直す。

18 妙高高原小４
池の平ランドマーク　前交差点
一般県道　杉野沢二俣線
一般道路　池の平妙高温泉線

信号機のない交差点で、冬季は交通量が多く、雪の壁ができると見通
しも悪くなり危険度が上がる。
一時停止する車両もかなり前方にはみ出る。雪の壁を１ｍ以下になる
ように定期的に排雪を希望。

① ○ ○ (○） ○

車道除雪を優先することから雪
壁を１ｍ以下にする定期的な排
雪は困難である。

19 新井小学校１
新井中学校前アカシア通りの長森橋付
近

歩道の幅が狭く、また橋の手すりも低いため、自転車が歩道を通る場
合は、危険である。

①② ○ ○ (○） ○ 橋梁架替計画中（建設課）

20 新井小学校２ 新井流雪緑道公園
小中学生が通学路として利用している。何ヵ所か市道と交差するとこ
ろがあり、そこでの徒歩や自転車の飛び出しがみられる。車両が入れ
ない策があるだけで、ミラーや表示はない。

①② ○ ○ ○

21 新井小学校３ 本田北部・経塚・広田 側溝のふたがない。落ちそうである。 ③ ○ ○ ○

22 新井小学校４ 本田北部・経塚・広田 古いブロック塀がある。崩れないか心配である。 ③ ○ ○ ○

23 新井小学校５
本田北部・経塚・広田
嶺村製麺所近くの橋付近

川沿いに柵はあるが、危険である。 ③ ○ ○ ○ 倒壊の恐れはない。

24 新井小学校７ 錦町バス停隣の田んぼ かなりの段差があるが、積雪時には気づきにくく危険である。 ③ ○ ○ ○
柵の設置基準の高低差に達して
いないため、柵の設置はできな
い。

25 新井小学校８ 新井中音楽堂側道路 段差や用水路があり、危険である。 ③ ○ ○ (○） ○
積雪のため現状が確認できな
かったため、次年度の点検時に
再確認する。

26 妙高小学校１ 関山交差点地下道入口付近
夏季は歩道を通行できるが、冬季は除雪がされていなく、児童のみで
安全に歩くことが困難である。除雪をお願いしたい。

③④ ○ ○

基本的には通学前に除雪を行っ
ているところではあるが、降雪
量が多いと歩道を除雪するため
に運搬排雪等が必要になり除雪
が間に合わないことがある。ご
理解いただきたい。

27 妙高小学校２ 妙高小学校校門前十字路

関山神社方面からの坂道においては、設置されている消雪パイプか
らの排水が路面に流出し、低温時に広範囲にわたって路面が凍結し
ている。傾斜地であることから、児童や教職員が転倒するリスクが非常
に高く、通行の安全が著しく阻害されている。必要な措置を講ずること
を希望する。

②④ ○ ○ ○



28 妙高小学校３ 国道１８号北沢入口交差点

冬季の悪天候時には信号機が点滅運用となるが、当該の横断歩道
付近には除雪による高い雪壁が形成されており、児童および運転者
双方の視界を妨げている。このような視界不良下での登校時の横断
は、重大な事故に直結する恐れがあり、極めて危険な状態である。

①④ ○ ○ ○

29 妙高小学校４ 国道１８号歩道

降雪時には登校時間までに除雪が完了していない事態が常態化して
おり、やむを得ず保護者が車両で送迎せざるを得ない状況にある。児
童が安全に自力登校できるよう、除雪体制の見直しを含めた必要な
措置を講じることを希望する。

③ ○ ○

通常は現在の除雪体制で対応が
可能であるが、降雪量が多いと
歩道を除雪するために運搬排雪
等が必要になり除雪が間に合わ
ないことがある。ご理解いただ
きたい。


